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This report deals wilh Ihe fire test in a iire-r出 istive.mld.rise aparllnent building made wit.h山e

following purposes 

L Examinalion of the initial stage of fire 

2. Examination of fire spread 10 upper noors and nexI door 

J. Examinalion of flashover phenomena 

4. Measuremenl of density of smoke and gas 

5. Measurement of atmospheric pressures In rooms 

As a r田 u比。r，hε .. 阻止weconfIrmed the existence of many problems involved in a (ire of a mid 
rise. fire.r四 回 iveapartment building in regard of fire exten引on.evacuatトonof occupanls and olhers 

I はじめに

耐火遁共同住宅は 各住戸が耐火的に区画され

ているため火災の延焼に対して強い構造であるこ

』ろから，援令に基づ〈消防用段備等の緩和借躍

がとり札ている.

しかし.これら共同住宅の火災は数住戸に及ぶ

延焼火主に~る可能性をひめてい@ ご とも多〈 。

その理由主して 床聖体の工事穴の瑚毘し不完

全または開口部の開敏等により 上階及び隣戸へ

の延焼袋路になることが拳げられる.

このよう 公ことから 過去に b数多 〈の実厳が

行われているが 火災はどの一つをどっても同ー

の状況を示きない.したがって.それらの中から

普週的(($~院 を見い出して，，<ためには . さら K

実験を積み重ねることにより基磁宣言料を集附する

ことが何よヲ も11'1'である。

このたび守当研究所は東賀郡住宅局から取頒し

予定の耐火盗共同住宅を火毘実験問としで担換さ

れたのを般会に 上に運べた週駐留にさ&づ8 火災

性状に掬する実験安実施したので その内容を報

きする.

-・笥駅弁桝路署長 .)11;-&1究室

( 41 1 

2 実験目的

本実験の目的は次のと Hのである.

l1l 火見初期の状況

火点室4.5畳間の押入れ下段に肴火 した火

傷の成長過穣及び火災の皇広大歓泌を調べる a

(剖上踏且ぴ横戸への延焼状)~

火点撃において鉱大した火災が，間口部E

ぴたて穴巨画を経路としてよ階及び隣戸へ延

焼していく状況を調べる.

131 フラ yン二ユオーバー現象

火災が成長し 中朗から鰻盛闘に移る段階

で生じるフラッ"オーパーの現象を簡ぺる.

141僅ガス温度I 圧力の状況

機滑度。ガス(殴索 -!!1ft俊務般化

炭素I;A度Eぴ室内圧力の経時変化を調べる.

旧 簡易製火見書締器 {煙式}及び都市ガス嘗

報器の作l1J扶f兄

現在市販されている簡易!!2火民警報器(湿

式11以下「簡署捜」という.1及ぴ都市ガλ

警報器の実火災での作動状況そ確認する。

3 実験日時亙び場所

昭和58年¥0月s日(水) ll: 00........11 : 30 

消防科学研究所報　２１号（昭和５９年）



東京郡江東区鐙州五丁目2番地

耐火造共同住宅

4 実験建物の慨要

川 実輯棟

実践棟は耐火造共同住宅四階鐘(建築面初

370 nl'}であD そのま!l'タ初旬wm次のと必り
である。(写真 l多照)

基礎 現場打コンクリート造

!視体 プνキャストコンクリート道

床 プレキャストコ ンタリ ト造

写真1 実験棟{商醐1

12)実験佳戸

実験に使用した佳戸i丸床薗仰が35m'で.

居室が6畳間及び4.5畳間から繍成きnてい
る通称2Kとよば札る僧遣である@

天井及び内壁はコンクリ トの袋薗にモル

タルを'"布したのみで可燃性の内装"は使用

されてい令".

また。 6畳間及び4.5畳間の開口部は それ

ぞれ引き遣い形式の鉄サッシュガラス戸(厚

さ3回}且ぴ鉄サツゾユガヲス窓 (3圃)であ

り 玄関は鉄腕{たで 180四 X よこ 80師、J，:

さ24皿}である.さらに住戸内各室の境には

長さ 55田のコンクリート製垂れ壁が股げら

れている園(囲 1参照}

5 実験条件

(1) 火虫荷重

火提荷重は.三事実験の忽定世帯白脅威 {夫婦

及び子供2人)]kぴ過去の同組の火災実験を

参与として.単位面積当りの飽荷監を 42.3kg 

(画定荷車 16.3kg， M飯荷重26.0kg)とし

た. (国 L及び写真2 写真3参閤)

( 42 ) 

また.上階丑び隣戸のペラ J ダには 布団

丑ぴ衣額を位した. (写真 1参開)

写真3 火民荷量配置図(火児住戸6畳間)

出 帽ロ象件

開口象件は. 10月初旬という季節 午前日

時という時刻及び快晴という気象に基づき i

次のように定めた.

ア火災住戸

間 6畳間のガラス戸をν4(45cmJ締法す

る.

(イ) 4.5世間のガ 7ス窓及び田子を1!2(凹

，m)岡政ずる.
(ワ.) 6 l宝聞と4.5畳間の境の砕すまを11
3(回国)側依する.

lエJ玄聞#1'全聞とする.ただし。樹箸箆
t煙式)が作動するまでは閉鎖ずる.

イ直t階
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ふすまを1/3(80cm)開放した。

点火方法は.杉クリプ (2X3X60cm)T 6 

2転づっ6段襖み(計36本)にし。これにメチ

ルアルコ ル I，を散布して点火した。

6 剖定項目

(J) 気象車ぴ含水率

気象は火災住戸南西の方向的30mの位置

で計測し。地上 1mの位置で温湿度を.地上

2.5mの位聞で風向風通を翻定した.

木材の含水率比実験開始2時間前から火

災住戸の各倒造邸初及びたんす 机等自由総荷

震のそれぞれについて測定を行った.

121温度

温度はタロメルアルメル熱電対(0.65圃

1 ~8.29()F l. 36. 37(4 F J 
15.16(1 F)，19.20f1F) 

• 
• 
T 13.1・flFl.1&.27{3F)
17，IB(2F).34.35(・FI 

• T1.2.30Fl 

φガラスウール後置)を用いて測定した，J;

測E点の配置は固2-園3で示す.

131圧力

火災による室内圧力の変化及ぴフラッシユ

ポーバーを調べるため，火型住戸6畳間の西

側壁体に穴をあけ。嗣パイプ{内径8岨)告

貫通し室内圧11 を測定した。{固 2 及び図 3.~

照)

(4) :1;1;1度

火点室4.5畳間からの煙の広大状況金調べ

るため.下記の箇所に煙iI度計を2安定した.
{固2-困3参照}

台所の鴫居 】点

玄関の内側 l点

各階階段室 各]点(計4点)

OFl 1<， ... 
(1Fll<，. OT・2.430F) 

OS¥{IF) 

@ 

-T~ .5.& (J F) 

3四 3凶(~ F)
PI;3HJIF} 羽 31(3F) 
I 1 21. 12 {;>F 1 
~ T7.B.91] F) 

• 
• 

41<.{¥Fl 

• 口

T32，33{3F) 4川0・1(4 F) 
123{2F ) 

• T24.25(2F) 
困2 I十測点E置図

( 44 ) 

TI2(!F) • 

備 考

度

P 匿 η

s痩 調 度

GI.ス.~ 

A，I ~:;完備 欝 飽

A. 煙ヌ..糧

'"市ガス 嘗傾包



↑"'1: .~ 

<= 
"̂ 

Q 
，..，、

T).~. ， 

入ロドア

下干 Gl

晶
司
-

図3 骨十iO'ljj宅配置国(uct'> 

( ~ s ) 

‘，
 

、、
、
h
町

き

'"‘ -

ζコ
ー



(日 ガス温度

火災による笠円の酸務， 一般化炭素及びニ

殴化炭繋調度の経時!tltを調べるため 6畏
聞の中央 {高会150cm)の位置に鋼パイプを

殴定し，ポンプの吸引により採取ガスを制定

穏に湾入した.1固2参銅)

161 簡易型火盟嘗線怨亙ぴ都市ガス嘗報器

簡普器 (煙式}及ぴa宮市ガス箸綴訟の実火
災での作動状況を確!IJするために台所の鴨居

に各 l並を2安定した.1固2多用)

写真4 直上階への火炎の伸び(2;予11北側)

7 測定結果且U考軍

(11 火山住戸にがける火民のE娩状;~

7 4.5畳間 (火点室)の広大状況

西側押入れの下段に組まれている占火用

タリプに山火したI直後から その同国に叡

敏されている布団及びふすま。続いて押入

。cl___Tl-一軒下1"""
~ T3 ・床上 3'"' 

1000 

D 10 

れ上部の布団へと悌ぇ修，.点火30砂で火

災は天井に速している.点火40秒でtJ:X鉾

モルタルが制継高下し分では押入れの

主体が炎に包まれている.

点火2分では燃焼が一段と搬し〈な 0.

東南梨1.2m/Sの風がペランダ側から吹き

込んでU ることと4.5怨問北側ガラス窓が

拍田開放されてUることから火炎がガラ

ス窓の開銀郎から噴出し 2階jjラλ窓中

段に玄で伸びてuる.(写真 4参照]

点火2分30秒に玄間臓を開放する ttl煙

及び然気が排出され 6畳間の室内圧Jm.

o ，回AQから0.2回 AQに降下している.
4.5畳間の室内温度は玄関腕の開放後 b

上昇を続げ 3分にはピークである'2<・c
伝達し，その後噌誠を練り返 しながら

800・C--900.Cの状態を保ち4.5畳間U火災

の最盛期へと移行している.1図4参照}

この火災の鉱大凶通常の火災に比べ速〈

その原因と して次の事項が撃げられる.

(7) 4.5畳間北側ガラス窓Eぴ6畳間のベ

7:"-ダ側ガラス戸がそれぞれ90聞及び

"'"問脱されていたため!空気の供給.'

充分であったこと.

川風向風速が1.2mjSで凪がベランダ

側ガラス戸の開敗訴自から吹き込み.燃焼

を助長したこ<.

(ワ} 点火2分30秒に玄間風を欄怨したこと

20 MIN 30 

図4 温周目則定結果[火盟住戸4.5畳間)

( 46) 
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(図6参禰}

6畳間は.9分までは漫煙のたの室内の

状況偲.Ii不可能であったが。その後室内

F$の埋が排出され.室円東側のたんす且

ぴテνピの繍鱗が視盟2きれている.点火9

分の床面附近の温度は250'・Cにo上昇して
L、る.(図"接関)
6畳間の惚燐はその後。床面伝いに否倒

ヘをE大し.点火16分には酋倒のたんす及び

飢等に曹火し.20分には筆円が全面火炎に

包まれている.

これらのこkから。火点宣4.5i畳間から 6

畳間へ延焼した時閣は点火9分であると抱

寝される.

昭和52年に実施した rプレキ.スト コ

ンクリート建物火災実績J では!火点宣か

ら隣室へ延焼した時聞は点火3分であり

この建物の天弁が全て水質であったことが

早期。こ藍鏡した原固とされている.今回の

を愛物は 天井スラプω炎面にモルタルを塗

布しているだ"であったので.点火1分10

秒に火炎が6畳間夫芥に進入しているにも

かかわらず延焼し々かった.

121よ階亙ぴ陶戸への延焼

ア 北飢えfラス窓からの延焼

火点ヨi!:4.5畳間の火災は点火2分にはガ

ラス窓開敏部から噴幽し2階ガラス窓の中

般にまで伸ぴ 2階はカ テン且U陽子が

変色をはじめている.

点火3分以後，火炎'"階ガラスヨZ下雛

以上に伸ぴることはなかったが。放射除E

rJ~気等によりカ テン及び障子IJJ;¥!化の

限度を強めている.1写t!5i>照)

しかし 2階ガラス窓周辺の可絹物"省

火ずること位<2階室内へ以延焼してい伝

も、.
ニの埋自として。次のことが考えられる.

m 火炎が長時間2階ガラス憲周辺の可燃
拘に!t.抽しな伽ったこと.

{イ} 火災初期ではカーテンが鰍射県及び相

気を鑑n.木材の宥火温度.で温度が
上梓しなかったこと圃

{ヲ} カーテ J及び様子が〈ん焼~統防炎上

しなかったこと.

同 2階ガラス窓周辺には可燃I!!が少'.か

ったこと.

さらに.H皆，.5畳間の天芥'eルタルが制
限7Ii下している.火炎14天井に惨触してい

伝いので、 h女射黙のみによってもそルタル

が制縦ずることが確認された.

3~l主ぴ 4 隔の北側;;ラス務内酬の極度

はと bにlOO"C以下である.(幽8参附}

OCI -e- T ~ 天降下，.. 

4・-T6'， .U;..t JDC掴
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国7 温度測定結果(火坦住戸6畳間}

( 48) 



暗

号

階

2

3

4

 

鴎

幻

お

T
7

T

 

+
+
+
 

c
 

• 
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図9 温度測定結果(上階5畳間1
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イ ベランダ捌からの延焼

2稽ペラ ンダの温度U点火山分まで

1 00'C以下であ り 20~}に火災のペラノグに

伸び布団のー伎に傍炎したが炎上セず〈す

ぶっている.

22分には 2階ベランダ0)ダンボールが

炎上し。そのため附近の布団が物火災よし

ている.

2階6昼間室内の温度比実験綜了時ま

で四O"C以下であり木材の発火温度に遣し

てい'"いが{回，..照} ガラス戸につげら

れたレーλJJ-Tンのー邸が収倍し，かっ

ガラスが磁倒している.(写真6参照1

3階の布団"線が付脅しているが者火"

していな".

また J階6畳間室内の温度は笑峨綜了

時まで】同・C以下である.(固91惨照}

4階の布団li. 1股が点火28分に炎上し

ているが.これは火の般によるものk考え

られる.また ，階6俊間車内の温度は実

蹴総了時彦で50"C以下である.(固9!安照)

写真 7 ，.戸玄聞虜の鏡@状現

このように各階ベラ yグ側室内の温度が

低〈かった原因l丸 ベランダの張り出し効

果により火炎及び算要気が直複ガラス戸ヘ吹

きつItなかったこと及びガラス戸を問刻し

ていたことによヲて 動気及び火の般のiIi.

入を防止できたことであると恩bれる.

[回}

ウ 隣戸への延焼

火点宣の煙は。玄関局献を開叡すると岡崎

に大量に噴出し.また 3分からU火炎も咽

出をはじめ自信戸の玄関鳳に吹きつけたが

絞u・の表面鎗装を続きしたに留皐り室内へ
は延焼してい伝い固(写真7参照)

写真s火虫色戸床スラプ貫通錦
ニのことから.'"戸の居住者がf.聞臓を

開放したままで霊躍すれば隊戸円への延焼

は必警である.したが1 て 遅鈍の際は住

戸の慌を必ず閉鎖する必要がある.

エ。配m院からの廷境
2階台所の水追及び俳水管は 床スラプ

H!通し 1階の台所へ下勺ている.

ふた . 裕宣且U健所の水道及びU~水菅U.

皇室体を貫通し階段室に集中している.配管

"全て鋼管が使用され貫通舗は完全に埋め

しが継されているので.Ii!管系からのit

焼はな也、.(写真8参照)

= 1 

ヨ731

1341 

世'1
2 3 

1IM( 

図10 鍾湿度測定結集

(31 フラッシュオーバー

ー1叩般宣天井}
・・-23Hn  l 
・・..JR ( 11 
4" C u 

"" 

一般に フラッシz才 パ は可悠性ガス

が重円に滞溜し.二のガスが絡幾するに必要

"峻禦が傑鎗さ仇.かつ着火源があるときに

舞金する.



ヨ事実駿で俗顕著位フラッシュ;t- J~ は発

生していない.その原因は.火災住戸の天芥

及び史体に可燃性材質が使用きれてい伝L‘た

め.比較的可燃性ガスの発生が少な<.かっ

閉口面積を広〈とったため 可燃性ガスが屋

外へ抗出し.. 円の滞溜ガλが少佐かったため

でゐると考えられる，

141 階段室からの遭競

2階F普段重は，玄関臓の問肢とほぼ河時に

漫煙が克櫛し 3階&(}4階の驚段3置はそれ

ぞれ7分及び9分で唾が充満している.1国10

参織)

点火3分からは火型住戸玄関から火災が唄

出し。5分にl'2暗階段E議場にまで伸び‘こ

の状態が2C分まで続uている.

月火10分30秒には 1階階段の室主体モルタル

が~I越し守 18分20妙には 2 階Eぴ 3 階の階段

豆の笠体モルタルの一部 Lfll鹿沼下している.

」れらのこ とから 上階の居住者が階段室

を使って選縫ずることは不可能?あると思わ

れる.(写真9参悶)

151 煙式簡易型箸絹器Eぴ都市ガス嘗報器

7 理式簡警根

本器は不動作点が座制像度(滅光司区)2 ~ 

%!mでs分以内動作点が20克1mで1分

以内という規特記なっている.本実験?は

点火 1分2妙に発番目し，そのkきの纏漫度

，j 5.3 %/mであり規格肉で作動して U る.
イ 郎市ガス智報器

都市カ ス奮綴認は漏洩した都市ガスを検

知し署械を多をする ζとが本来の使間目的で

あるが 火災時に発生する司熔性ガ λそ検

知するこ とに よ って火~警報器と しての活

用について検討するため制定を行ったもの

である.

本実験では都市ガス寄報提を台所の鴨居

に役軍し作動状況を確器した.

その結果，点火.16抄に発報し.この問の

CO iI度lj005%であった.

8 まとめ

山本実験の特徴

7 4.5畳間及び6畳間の天井 壁体は可略性

の材質でなかヲたこk‘両宝の聞には 55凹

( 51 ) 

の霊れ竪があったこと車び6畳間から4.5

畳間へ外気が旅れていたこと等により 6

笠間への延焼が直廷した.

イ 天井!l!i本に可燃性の材質を使用」ていな

いこと及び糊ロ薗積治広かったニと等に よ

り 比般的可燃性ガスの蓄積が少佐〈 額着

な7'ッシ 2 オ パ が発生しなか3た.

ク 瞬戸との界壁は完全に巨画され，配管Lこ

よる床スラプ且ぴ墜体貫通部は完全に埋め

ぼしがなきれていたので 隣J'及び上階へ

の延焼はなかった。

エ 火災住戸ペランダ側から噴出レた火炎は

ベランダの鑑り出し効思により直上階の住

ド1勾へ延焼はしなかった。

~ 2防毒ペランダに乾していた布団Eぴダン
ボ 叶レ" 接炎し炎上したが盆が少なく‘

かつベランダの幅が 110tmと広いことから

住戸円へ延焼はし舎かった.

カ 火点..北側ガラスヨEから噴出する火炎は
直よ階北側ガラλ窓中段まで{申ぴたが.カ

ーすンがく~換し隈子 tl lí.l~ <藍色したのみ

で室内へ尾悦はしなかった.

キ 火災住戸の絡焼を30分間継続させたがi

隣戸及び上階の住戸内iニは延焼し会合白った.

ク 火の粉が飛ぴ四階のぺラ yダ』こ乾してU

た布団に倉火した。

ケ 火災住戸及び直よ階の天井モルタル盆ぴ

に踏段室の昼夜体モルタルが斜によっ制雌落

下した。

コ 玄間鼠の開般により浪煙及ぴ火炎が政し
〈噴出し階段からの遊暖は不可能と伝った.

121 消防対策上への提曾

富市11の将微から消防対策とレて.<l:のこと

写真9 階段室の状現(北開}



が考えられる.

ア 各1M!管隠すべて不煽材を使用しー床ス

ラプ及び由体¥'.Ii画部は完全に2量的庚しそ施

. -」・.
イ ベヲノダEぴ開口調3周辺に可燃納金集積
する ζとは 上階への延焼危験e発生寄せ.
かつ筆集ω慣習野と信る.
ワ E聞の腕は白動閉鎖裟置をつけ.火炎及

び煙の噴出を仰制する.また，自動閉鎖装

置は常時後能ずるよ うに維持する.

玉 上燃の窓等開口留は切火の紛1kぴ側気

等が浪人し延焼する線れがあるので間観す

一一
写実11 南側 1分

写."北冊5分

る.

オ 火災住戸に横煙が光測しているときは.

開口部を開放すると7ラッシ z オ '(-IJ 

留信することがある.

b 天弁 ・聖体毛ルタルは火災の燃により剃

噂落下するので.火点接近及び屋内進入に

際しては十分配慮する.

キ この建物のI~;!tでは階段室か勺霊感す

ることが不可能となることがあるのでベ

ランダから隣修住戸へ重賞できるこ方向遊

覧の情置金調じて J~< e 

写真13 甫側5分

写.14 北側12分

写真日南側12;)

( 521 



写奥"北側15分

本実験に俗いて.以上の結燥が得られた

ので建策同窓 ・立入検査11<ぴ消紡活動並び

"聞係操界 住民側""手伝陪Lて十分な活

問を1IIむbのである.

鍛IIIこ.jヒ{剛&ぴ賄側ω火炎のI!;il/を写

"10-写民J9で示す.

9 むす U

本実臓は.自治省消防庁梢防研究所主禍防制学

研究所の各研究警が古問実酸とそれぞれのテーマ

を待ち寄り曾直したものであり I そのテーマの

郎会縄厳し皐レた.実瞬に際して探川禍防署の御

協力を鉱. . ここに感劃の!~，優 し ます.

( 53 ) 

写真J9南側担分
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